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プロジェクタ　情報埋め込み　継時加法混色

１．研究種目名　　　

  経時加法混色現象を利用した不可視パタン投影技術の開発

17K12725  若手研究(B)

　本研究では，一般的なフレームレート（60fps程度）のプロジェクタ投影光により，環境に情報を埋め込むための基礎検討と技術構築を行った．2色以上を高速
に切り替えて表示させることにより，人の目にはその中間色に見える現象である継時加法混色を用い，カメラの計測特性と人の視覚特性の違いを利用してこの埋
め込みを行う．この2色の決め方には，自由度があるが，先行研究では，輝度のみを変化させる方法や，RGB色空間のB成分のみを変化させる方法，L*a*b*色空間
のb*方向のみを変化させる方法などがあるが，投影対象の持つ光学特性により，人に最も見えにくい条件は変化するのではないかと仮説を置いた．その仮説のも
と，同じ中間色となるはずの様々な2色ペアによるドットマーカ投影を用いた予備実験を行ったところ，投影対象により，人に対するマーカの見えにくさが変化
することと，色空間における最適な埋め込み方向が変化することを明らかにした．具体的には，投影対象と投影光中間色をL*a*b*色空間場で結んだ線分に垂直か
つ，L*方向に変化がない2色ペアが最適であると推測される．この知見を基に，予備実験により明らかになった最適（と推測される）投影ペアの条件を用いて，
カメラで観測した投影対象の各ピクセル色に応じて，実時間で決定するアルゴリズムを実装した．これにより，各投影対象において，人の知覚の観点で最適な色
投影による情報埋め込みを行うことが可能である． 
　また，情報埋め込みとは異なるが，上記の人の知覚のモデル化を応用したアプリケーションとして，食品に投影光を当てることで主観的な見た目の印象を改善
するシステムとアルゴリズムを開発し，これらについて国際会議にて成果発表を行った．
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